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周産 期委員会
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　　　　　　　　　副 委 員 長　中　 野
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　 俊 　 彦

　仁　 雄

　崇，木下 　勝之 ，齋藤 　良治

雄 二 　　　　　　（以 ヒ10名）

　 1．平成 7年度の 周産期 死亡登 録集計成績を 日産 婦誌 に 報告掲載 した．

　
2．平成 8年度 の 周 産期死亡登録 ， 周産 期死亡個別調査 を行 っ た．登 録機 関271施設の うち 262施設 よ

り回答 （回収率96．7％）が あ り， 全 機関の 生産数 は 141，592（同年総生産数 の 11．7％に 相当）で あ っ た．集
計 の 結果 は 日産婦誌 に報告する．

　3．常置的事業 と し て 1）周産期管理 登録 ， 2）周産期医療体制 の 検討 ， 3）胎児医療 ， 4）周産期医療

勤酒
ム 化 へ の 対応 に つ い て検討 した・調 齢 管騰 録燭 ・ ・

一
マ ・ ・変更 に つ ・ て 討

4・国内触 ら検討 を依頼 され た事項 に つ v ・て は ， 1） FIGO か ら ICD1・｝・ 鮒 る f，t。l　asphyxi 。 の
定義 と用語の 適切 t・・i±様 に つ い て 口本 の 見解 を求 め ら れ ， それ に対応 し回答 した．2）公 的臍帯血バ ン

キ ン グに お け る産婦 人科 と し て の 対 応 に 関 し て は
， 厚 生省 の 班会議 と連 携 しな が ら対応 中で あ る．

3） トリプ ・レマ
ー

か に 関 し
・ 厚生省研 究班 の 成果 を踏 戯 ， 本委 員会の nec案 を作成 した．

　5．小委員会事業 と して ， 以下 の 3小 委員会が 組織 され た．

　 1）周産期 に お ける先端医療の あ り方検討小 委員会

　周産期管理 登録施設 に胎児 治療 の 登録 を呼 び か け ， 159施 設が 登 録 に 賛同 し ， こ の うち ， 134施設か
ら胎児治療 に関 す る ア ン ケ ー

トの 回答 を得た．こ の 結果 を も と に周産期 に お け る 先端 医療 の あ り方 に
つ い て検討 した．また ，

こ の デー
タ を公 表す る こ と に した ，

　2）周産期 医療 シ ス テ ム に お け る情報 ネ ッ トワ ーク の 整備 に 関す る検討小委員会
41週 の分娩 誘発 の評価に 関す るア ン ケ

ー
ト調査 を行 い

， 予定 髓 過 に お け る管理 の 実態 を明 らか に
した．また ， 小 児科サ イ ドか ら要請 さ れ て い る母体 搬送，新生児搬送の情報提供書の 内容 に つ い て検
討 した．周産期管理 登録 に 関 して は

， 情報記載 の不備 に対応 する と とも に ，ICDユ0へ の 変更 に つ い て
検討 した．

　3）早産 の 原 因に 関す る検討小委員会
．V「eと妊鞭 診の あ り方 との 関連鹸 討す るた め ， 早産 に 至 ・ た症例の ア ン ケー

ト調査 を行 っ た．
周産期管理 登録施設 か ら716症例の 報告が 得 られ，そ の 詳細 に つ い て解析 した．

　妊婦健診 の 回数が 早産 の 予防 に つ な が るか 否か と い う課題 に関し て さ らに ， 前方視的調査 を行 うこ
と に した ．

　6．平成 9 年度 の周産期死亡登録施 設は 271機関 で ， 新 た に 2 施設が追加承 認 され た．

　周産期に おける先端医療の あ り方検討小委 員会

　　 委 員長 　池 ノ 上 　克
．

　　 委　員　雨宮　　章 ， 伊藤　昌春 ， 岡井　　崇

　　　　　 久保　武士，桑原　慶紀，千葉　喜英

　　　　　 中林 　正雄，名取　道 也 ， 西島　正博

　胎 児治療調査報告が な さ れ た．

　平成 9 年］2月 ユ7日　日本産科婦人 科学会周産期管理

登録病院 272施設 に 胎 児治療調 査 と 登録の 依頼 送付．
工53病院が趣 旨に 賛成 し ，胎 児治療調査登録病院 と して

登録 に 同意．49病院が 登録を辞退 ．70病院 が期限内無
回答。7D病院中10病院 が 期 限 す ぎて の 回答， 6病院 が

登録 に 同意 ， 4 病院が 辞退．平成 10年 6月 1 日現在，
胎児治療調査 登録病院ユ59施 設．平成 10年 2 月 3 日 ， 胎

児治療 調査登録病 院 153病院に 調 査票送 付，平成 10年 5
月19日，追加 6病院に 調査票送付．調査票返 送 134病院 ．

　調査結果 ：134施設中70施設 が 1996年，97年 に は胎児

治療を行 っ て い な い ．胎児治療症例数 （診断的胎児穿刺
吸引を 含む）は同 2 年間で 263胎児症例で あ る．263症例

に 対 す る延 べ 胎 児治療件数は 302件 で あ り．そ の 内訳お

よ び各施設判定の 治療有効 率は 以下 の 通 り で あ っ た．
胎児胸腹水穿刺 吸引93件 （効果 40．9％），

TTTs 羊水穿

刺減圧 56件（58．9％｝， 胎児水腫薬剤 治療 28件 （25％〉，
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